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今号の掲載内容（掲載順）

今年度の支部・単組・専門部の代表者のみなさんです。１年間どうぞよろしくお願いします。
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子どもたちの輝く未来を守るために、私たちがいきいきと働ける職場環境をつくろう！
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と　き　３月７日（土）、４月18日（土）、５月17日（日）
ところ　高教組研修所

教員採用選考試験対策講座

　高教組教員採用選考試験対策講座を実施しました。第１回（３／７）は「教育法規」を、第２回（４／18）は「教育原理」
を、第３回（５／17）は「教育時事」を、TAC株式会社の対策講座を視聴する形式で開設しました。参加者数は、第１回
は２人、第２・３回は各５人でした。「職場の先生方からの声かけでこの講座に来ました」との声を多くいただきました。
各分会での声かけは、確実に若い先生方に届いていることを実感しています。
　TAC株式会社の対策講座は現場での実践を踏まえた解説をしてくれます。参加された方から、「何から手をつけていいか
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５・15沖縄平和行進参加報告 
とき　５月15日（金）～17日（日）　　ところ　嘉手納基地、普天間基地など

分からなかったけれど、自分で学習するポイントが分かってよかった」「幅広い分野の中で、どこを重点的に対策すればよ
いかを理解することができた」「採用試験を受ける方が集まっていたので、モチベーションがさらに上がった」「時事は毎
年新しくなるので、大変ためになった」「しっかり勉強して合格したい」「二次試験のことまで考えてくれる内容だった」
などの感想をいただき、大変好評でした。
　今年度の教員採用一次試験は６／14（日）に実施されました。今年度から、現在大分県で働いていることなどを条件に、
一昨年の一次試験を合格した方が今年度の一次試験免除となっています。現場で働いている方々を重視する姿勢は評価で
きます。対して、賃金面や休暇面では、まだまだ臨時・非常勤の方々の待遇は十分ではありません。臨時・非常勤の方々は、
年度当初からの業務と採用試験対策の両立に不安を抱えなが
ら、私たち同様、子どもたちのために必死に頑張っています。
この思いは繰り返し、県教委に伝えていく必要があります。
　一次試験終了後、青年部・執行部が模擬面接官となり、
個人面接の練習を行う二次試験対策講座を今年も実施しま
す。また、各分会、支部等で二次試験対策を行うという話
も聞いています。
　大分高教組一丸となって、教職員を目指すみなさんを精
一杯支援していきましょう。

　まずこれを読んでいただいている若いかた。ぜひ
一度参加してみてください。「誰も希望者がいなかっ
たら行きます」と本部へお願いをしていました。結
果、私が行けるようになりました。嘉手納基地の横
を歩く…。もうこれだけでも学びになります。確か
に12キロの行進は楽ではありません。でも確かな宝
物が心身に宿ります。妻夫木くんの映画「宝島」を
思いながら歩きました。「木の上の軍隊」も。人権平
和を考える大切な宝物がこの行進にあります。「命
どぅ宝」を心身に刻む行進でした。
� （日田定時制分会　福田晃一郎）
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・分科会　10月18日（日）　大分県教育会館（各研修室）
・全体会　10月31日（土）　大分県教育会館多目的ホール
リーフレットは９月に分会へ発送予定です。
参加すれば必ず学びがあり、今後の活力となります。未組織者や臨時非常勤教
職員、会計年度任用職員の方々にも声を掛け、にぎやかな会にしましょう‼
大分の教育はここから変わります。

県教研のお知らせ

第63回原水爆禁止大分県民会議 定期総会
および高校生平和大使 活動報告会

とき　５月30日（土）　　ところ　アイネス

　原水禁大分県民会議は、原水禁国民会議・九州ブロッ
ク原水禁や各種団体等と連携し「核と人類は共存できな
い」の基本理念のもと「核兵器の廃絶」「脱原発」「ヒバ
クシャとの連帯」をめざして活動しています。大分県高
教組も理念を共有し、高校生平和大使・高校生平和活動
についても一緒にとりくみをすすめています。今年度総
会は、県高校総体期間中のため、本部執行委員のみの参
加としました。総会では25年度のとりくみの総括と26年
度の活動の方針、また会計報告や役員選出が行われました。
　総会後、高校生平和大使の活動報告会が行われました。
第28代高校生平和大使の内川桃花さん（東九州龍谷高校
３年）をはじめ、１年間ともに活動をすすめた高校生か
ら、活動内容および得た学びについて報告がありました。
かつて、第五福竜丸はスクラップになるところを高校生
の呼びかけから展示されるようになったとのことです。
現在の高校生も「高校生一万人署名活動」をはじめとす
る一つひとつの呼びかけが、とても力になることを実感
したようです。続いて、第26代長崎県高校生平和大使の
大澤心

こ

春
はる

さん（大分大学２年）が「活動という歴史をつ
なげることができてよかった」と語り、最後に第29代高
校生平和大使の森璃

り

緒
お

さん（別府鶴見丘高校２年）から、
「昨年からの活動をさらにすすめて頑張っていきたい」
と決意表明がありました。
　高校生平和大使は「ビリョクだけどムリョクじゃない」
のスローガンで、核兵器廃絶と平和な世界の実現にむけ
活動しています。私たち高教組組合員も、高校生の活動
を支え、ともにとりくみをすすめましょう。
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